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コラボリー（COLABORY）サービスコンセプト 

研究者 企 業 

研究者キャリア 
・研究機関、民間企業へのキャリアパス 
・ステップアップ・キャリアジャンプ 

研究予算の獲得 
・外部競争資金の獲得が研究の基礎・評価に 
・民間助成金・企業支援のルート発掘 
・ポスドクなど研究者の働く場の確保 

イノベーション 
・研究グローバル化対応、共同研究者の探索 
・同分野・異分野の共同研究の加速 

開発予算の効率化 
・研究開発費の低減、効率化運用 
・研究開発の費用対効果を検証 

イノベーション 
・世界で戦える技術の獲得 
・産学連携による先端技術の取込み 
・アカデミア研究者とのパイプ構築 

オープンイノベーションの波 

研究者・研究室のアピール 

研究者の交流（特に異分野） 

目利き（どこに誰が？） 

コラボリー 

ＣＯＬＡＢＯＲＹ 

 

 

 

 

 

研究資金情報 

学会・勉強会 

研究者 SNS 

ファンディング 

アカデミアとのパイプ構築 

人材採用・評価 
・世界で戦える研究者人材の確保・育成 
・研究者・研究の評価をどうすればいいのか 

研究者の人だまり 
プラットフォーム 

研究者+研究者、研究者+企業の最適マッチングにより 

「日本のサイエンスを加速する」 
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「日本のサイエンスを加速」する研究者専用ソーシャル 

Copyright 2015 G-Search Limited 

研究者の課題解決を支援するコンテンツサービスを提供し、研究者が出会い、研究者と研究者、研究と企業の最適マッチング
を実現する研究者のためのソーシャルプラットフォームを目指します。 

業界学会・研究会 

・研究データベース群 
  ジー・サーチが提供するデータベースサービス 

準・研究者／支援者 
コーディネータ 大学・研究機関 研究者 企業勤務 研究者 

研究者ソーシャルプラットフォーム  

コラボリー（COLABORY） 

ポスドク・大学院生  

産業界（ファンディング） 
共同研究・産学連携・Ｍ＆Ａ 

産業界（マーケティング） 
製品販売・プロモーション 

人材会社 
研究人材の求人・採用 

コラボリー/Grants（研究助成） 

コラボリー/Beats! 

コラボリー（COLABORY）ID認証 

① 研究者の共通プラットフォーム化 
研究者を対象にした各社サービスに研究者アカウントの共通 
認証機能を提供。１つのIDで様々なサービスにログイン可能。 

② 研究資金情報・マッチング 
日本最大級の公的・民間の外部研究資金の検索エンジン、 
民間資金のマッチングサービスを展開 

コラボリー/Groups（グループ） 

③ 研究者コミュニケーション 
研究会/勉強会、セミナー/講演会、研究発表会、ハッカソン等 
サイエンス・ミートアップの機会を増大するサービスを提供 

NEW 

・研究戦略支援・分析サービス 

課題② 異分野交流・イノベーション 課題③ 若手研究者の活躍キャリア 課題① 研究開発予算の確保    

アカデミア研究の目利き・活用 
研究開発の効率化・高度化 

研究開発資金の獲得 
異分野連携の加速 

アカデミア研究者 企業の研究者 

研究者と研究者、研究と企業の最適マッチングで 
研究者の課題を解決 
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研究者の課題解決を支援するコンテンツサービスを提供し、研究者が出会い、研究者と研究者、研究と企業の最適マッチング
を実現する研究者のためのソーシャルプラットフォームを目指します。 

業界学会・研究会 

・研究データベース群 
  ジー・サーチが提供するデータベースサービス 

準・研究者／支援者 
コーディネータ 大学・研究機関 研究者 企業勤務 研究者 ポスドク・大学院生  

産業界（ファンディング） 
共同研究・産学連携・Ｍ＆Ａ 

産業界（マーケティング） 
製品販売・プロモーション 

人材会社 
研究人材の求人・採用 

・研究戦略支援・分析サービス 

課題② 異分野交流・イノベーション 課題③ 若手研究者の活躍キャリア 課題① 研究開発予算の確保    

アカデミア研究の目利き・活用 
研究開発の効率化・高度化 

研究開発資金の獲得 
異分野連携の加速 

アカデミア研究者 企業の研究者 

研究者と研究者、研究と企業の最適マッチングで 
研究者の課題を解決 

「日本のサイエンスを加速」する研究者専用ソーシャル 

Copyright 2015 G-Search Limited 

研究者ソーシャルプラットフォーム  

コラボリー（COLABORY） 

コラボリー/Grants（研究助成） 

コラボリー/Beats! 

コラボリー（COLABORY）ID認証 

① 研究者の共通プラットフォーム化 
研究者を対象にした各社サービスに研究者アカウントの共通 
認証機能を提供。１つのIDで様々なサービスにログイン可能。 

② 研究資金情報・マッチング 
日本最大級の公的・民間の外部研究資金の検索エンジン、 
民間資金のマッチングサービスを展開 

コラボリー/Groups（グループ） 

③ 研究者コミュニケーション 
研究会/勉強会、セミナー/講演会、研究発表会、ハッカソン等 
サイエンス・ミートアップの機会を増大するサービスを提供 

NEW 
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コラボリー 研究者ソーシャルプラットフォーム 

最初の活用事例 

Copyright 2015 G-Search Limited 

研究者と企業を最適マッチングすることで 

オープンイノベーションを加速するサービス 
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リバネス ・ 池田理化 ・ ジー・サーチ 

共同事業 

コラボリー 研究者ソーシャルプラットフォーム 

最初の活用事例 

Copyright 2015 G-Search Limited 6 
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2015年12月より「L-RAD」サービスを開始 

リバネス・池田理化・ジー・サーチによるオープンイノベーションを
促進する共同事業L-RAD（エルラド、正式名：リバネス-池田研究

開発促進システム Powered by COLABORY）発表 

株式会社リバネス（本社：東京都新宿区、代表取締役社長COO 高橋 修一郎、以下
「リバネス」）、株式会社池田理化（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 高橋 
秀雄、以下「池田理化」）、株式会社ジー・サーチ（本社：東京都港区、代表取締役社
長 渡瀬 博文、以下「ジー・サーチ」）は、企業と大学などの研究者によるオープンイ
ノベーションを更に促進するためのWebソリューション「L-RAD」を開発、2015年12月よ
りサービスを開始します。 

2015年10月6日プレスリリースより 

http://www.g-search.jp/release/2015-10-06-000524.html 
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マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

未活用申請書を通じた 
オープンイノベーションプラットフォーム 

 「L-RAD」のご紹介 

株式会社リバネス 8 



マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

<定義> 

ヘンリー・チェスブロー博士 

外部の開発力やアイデアを活用することで自社の課題を解決し、これまでにない価値を生み出すこと 

背景1 

公募型オープンイノベーションのメリット/デメリット 

P&G 

東レ 

第一三共 

消費者ニー
ズを集める 

技術課題解
決の手法を
集める 

• 短期的なマーケティ
ング、技術課題解決
には繋がっていく 

 
• 課題提示型では破壊

的イノベーションの
種を集めにくい 

性質 メリット/デメリット 事例 

株式会社リバネス 

• 革新的技術は研究者
の自由な発想の中に
隠れている 
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マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

JSPS：https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/2-1/2-1_h24.pdf 

科研費 
新規申請数 

 
96,000件 

採択 
29,000件 

不採択 
 

67,000件 
 
 

未利用の 
アイデア 

 

•学術的な視点
での審査で選
から漏れた 

 ↓ 
•企業の視点で
評価すれば、
産業に活用可
能な優れた
テーマも埋も
れているはず 

研究者の自由な発想≒科研費等競争的資金の申請書 
→年間数万の不採択（未利用）アイデアが有る 

•未利用のまま
ダストボック
スへ 

 
•審査員以外は
閲覧すること
も出来ない
（審査員は主
に大学教員） 

背景2 

•厚労省/経産省/農水省等/NEDO/JST/AMED等 
•各種財団/企業 
それぞれが実施するグラントプログラムに多くの未利用アイデアがある 

株式会社リバネス 

•アカデミック
な評価軸での
採択 
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マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

革新的なアイデアに触れられる 

•研究者の自由な発想をしたため
た科研費等の競争的資金に採択
されなかったアイデアのDB 

•これら競争的資金の審査基準は
科学の進歩や公への貢献という
意味合いが強い 

•産業視点で再評価することで優
れたアイデアを掘り起こすこと
に繋がる 
 

未活用の申請書 

•これまで活用されることがな
かった研究者のアイデアに
フォーカスを当てる 
 申請書を 

DBストック 

企業 

Researchers 

研究者の未活用アイデアにアプローチできる 
世界で唯一のデータベース 

アクセス 
不能 
だった 
研究者 
アイデア 

へ 
アクセス 

各種財団 

通常のルート L-RADが作るルート 

サービスコンセプト 

e-rad 

株式会社リバネス 11 



マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

未活用申請書を軸にした 
コミュニケーションを実現 

株式会社リバネス 

研究者 企業 L-RAD 

公開情報 

非公開情報 

upload 

検索・閲覧 

閲覧決定（研究者を特定） 

互いに匿名での 
情報交換 

互いに実名での 
情報交換 

掲示板（公開） 

掲示板（非公開） 

質疑（匿名） 

質疑（実名） 

NDA・共同研究契約 

共同研究開始 

申請をしたが
採択されずに
研究が進めら
れていない未
活用の申請書 

どの企業が閲覧
したか分かる 

通常の産学連携のやりとりに繋がる 
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マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

特徴 

申請書はいわば未検証
アイデアの宝庫。技術
の目利きが重要である
が、検証の段階から関
わることができる。 

詳細 

学会発表や論文投稿さ
れる前の段階のアイデ
アにアプローチするこ
とが可能。 

L-RADで発見するアイデアの特徴 

特許化の
ステップ
に携われ
る。 

結果 

先行者利
益を享受
しうる。 

予算が付けば研究する
ことを想定していた内
容なので、企業側から
の共同研究の提案によ
り発展が期待できる。 

研究費を
望む研究
者と、良
いテーマ
に巡り会
える 

株式会社リバネス 

構想 
段階 

検証 
段階 

発表前 
論文前 

発表後 

L-RAD 

論文・学会等で繋がる 

未発表段階で繋がる 

従来 

先行者、知財等の課題 

検証段階・知財化に関われる 

研究アイデアの
フェーズ 

検証前の
アイデア
であるこ
と 

公開前の
アイデア
であるこ
と 

共同研究
等への 
高い発展
性 
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マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

“知ってしまうリスク”の回避 

知ってしまう 
リスクとは 

自社で既に
行っている 
研究開発と 
同様（類似）
の申請書を 
閲覧して 
しまうことに
より、 
研究者側から
“アイデアの
盗用”を 
疑われること 

申
請
情
報 

公
開 

非 
公 
開 

公開情報を元に 
質問が可能 

閲覧するボタンを
押すと初めて閲覧
可能 

公開情報を元に研究者
への質問が可能。 
その後、非公開情報へ
アクセスするかどうか
を決めることができる。 

従
来 

L
-
R
A
D 

研究員がどの研究者とどのよ
うな情報交換をしたのかは把
握不能。 

研究員がどの研究者のどこま
での情報にアクセスしたかを
ログ化し、把握可能。 

? 
? 

? 
? 

公開情報と 
非公開情報 
に分ける 

情報への 
アクセスを 
ログ化し、 
誰が何を 
見たのかを 

把握 

回
避
の
た
め
に 
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マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

独占閲覧権の導入 

株式会社リバネス 

人気のあるテーマには
競合他社も飛びつき、
交渉が困難に。 

L-RAD上で申請書を 
一定期間独占閲覧に 
することが可能に。 
競合他社に先んじた交
渉も。 

従
来 

L-
R
A
D 

企
業 

研
究
者 

企
業 

研
究
者 
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マスター タイトルの書式設定 

• マスター テキストの書式設定 

–第 2 レベル 

• 第 3 レベル 

– 第 4 レベル 

» 第 5 レベル 

事業推進体制 

株式会社リバネス 

独自の研究プラットフォームにより研究者のア
イデアを集積。使いやすいサービスを構築する
ための企画も担当 

幅広い研究機関とのネットワークを活かし 
本データベースの拡充を担当 

豊富な学術サービス事業の実績を活かしたシス
テムの開発・セキュリティーの提供を担当 
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COLABORY / Grants （研究助成） 

Copyright 2015 G-Search Limited 

コラボリー / Grants データ提供 
 
論文と採択実績をあわせた分析に 
 
外部サービスを活用した環境整備に（大学向けサービス） 
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コラボリー/Grants（研究助成） 

研 究 助 成 金  

公 募 情 報  
研 究 助 成 金  

採 択 実 績  

約 3,400件 約18万件 

 研究助成事業を幅広く研究者に周知したい 
 助成・コンテストを実施して研究者と接点を持ちたい 

 自校・研究機関の研究開発資金獲得に 
 大学発ベンチャー、研究開発型起業時の資金獲得に 

 研究開発分野における先端研究者の探索に 
 実力のある研究者、若手・次世代KOL候補者の探索に 

 研究テーマにあった研究助成金の発掘に 
 研究助成金申請時の検討・採択率アップに 
 共同研究者の探索に 

アカデミア研究者 

研究者支援者 
URA・産学連携 

企業研究者 

助成公募団体 

 日本最大級の研究助成・奨学金ポータルサイト（利用無料） 
約3,400件の公募情報、約18万件の採択実績情報を収録（2015年10月現在） 

 国や自治体から民間助成団体まで研究に関する公募情報をワンストップで検索、
また、採択された研究課題や採択者なども検索可能。 

 研究者の専門分野や研究テーマにあった助成金をメールで届けるMYアラート、
研究助成プログラムを分析したGrantsレポートなど、便利な会員機能も提供。 

研究者のテーマに 
ぴったりな助成金情報 
をメールでお知らせ 

コラボリー/Grants（研究助成） 

日本最大級の研究助成・奨学金ポータルサイト 

https://www.colabory.com/grants/  

 研究者が研究助成金の獲得に必要な公募情報や採択情報を提供します 

 利用者の専門分野や研究テーマにあった助成金情報をメールでお知らせします 

研究助成にかかわるすべての人に 
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日本最大級の研究助成・採択データ 
18万件 

 
科研費/JST/NEDO 等公的助成 

 ＋  
民間助成財団 

日本最大の科学技術論文抄録データ 
約15,000誌・6,000万件 
統制された分類・データ 

分析に最適 
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0.00億円

5.00億円

10.00億円
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論文件数 COLABORY 件数 COLABORY 累積配分額

論文件数と研究助成申請件数の対比 
論文と比べて、研究助成の件数割合が高いテーマは「幹細胞」「同定」「免疫」「腫瘍」など。 

論文件数と研究助成申請件数の対比 

3,190 

研究助成・論文データ分析 
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8 8 10 10 44 3 7 3 3 5 5 7 1 10 13 6 1 4 5 9 4 2 5 3 24 12 4
11 17 7 14 22 5 8 6 2 2 7 1 6 2 8 5 3 3 4 8 6 4 1 5 2 4 37 12 4
2 23 8 4 26 5 11 4 5 3 4 3 8 1 7 4 3 3 2 18 2 2 4 3 4 30 14 3
7 12 2 5 16 3 4 6 1 3 1 3 4 5 2 9 3 1 4 2 4 3 4 2 1 6 20 4 4
2 9 4 5 12 5 3 5 1 2 1 4 5 12 5 6 4 5 3 2 4 1 2 1 26 11 2
2 1 2 7 20 8 1 4 1 3 6 2 5 1 9 2 2 4 3 8 3 3 6 3 5 17 14 1
2 10 7 1 7 1 2 4 4 2 2 4 3 3 14 2 3 3 1 9 1 6 6 1 2 14 4 2
1 5 3 4 8 2 1 2 1 3 1 7 2 10 1 4 3 3 1 1 3 20 4 3

3 1 2 8 3 3 1 2 1 1 3 1 2 1 1 1 1 1 2 5 9 2
2 1 1 6 3 1 2 2 2 1 3 1 3 1 3 2 2 2 3 2 2 7 3
1 1 3 4 16 3 1 2 2 2 2 1 6 1 1 4 1 2 3 2 2 33 5 1
2 4 1 8 1 1 1 1 2 1 2 2 3 1 2 1 4 1 1 12 1 3
4 6 7 2 5 4 1 1 2 2 2 3 5 3 2 1 5 5 5 2 1 10 3
1 2 2 4 1 1 2 1 4 1 5 6 1 4 3 2 14 1 2
2 5 1 2 3 1 1 2 1 1 1 4 3 2 3 1 5 3 2 1 1 12 7 1
3 1 1 3 4 1 4 1 2 1 1 1 1 1 1 1 5 4
1 3 3 2 12 3 3 1 1 1 5 1 1 2 4 2 4 13 6 2
2 3 3 4 10 2 2 1 2 3 1 4 1 5 1 5 6 1 1 2 1 3 2 28 3 2

1 10 2 3 1 3 1 4 1 3 1 1 1 3 15 2 1
2 1 4 9 1 3 2 1 1 3 1 1 3 3 1 1 4 2 4 1 2

3 2 2 2 2 2 3 3 1 2 2 1 2 1 3 2 1 2 4 3 1
5 1 1 1 1 1 1 2 3 2 4 3 3 3 1 3 1

2 4 2 4 1 2 1 3 1 1 1 5 3
1 5 4 1 1 1 1 2 2 1 3 1 1 1 9 8 2

2 3 2 6 1 1 1 2 5 1 1 1 3 1 1 6 1
5 1 2 2 4 1 3 1 4 4 2 1 1 1 3 4

1 4 2 3 4 2 4 1 4 1 1 1 2 1 1 2 7 4
2 1 2 2 8 1 2 1 1 1 2 1 2 1 8 5 1

1 2 3 2 1 3 1 1 6 1 1 2 1 1 7 1 1
1 2 1 3 1 1 2 2 5 2 6 2 1 14 3

研究助成 グループ×所属名 

東京大学は ＲＮＡ, マウス, 応答、京都大学は 幹細胞, ゲノム、大阪大学は 免疫, 腫瘍, 転写 
などに特徴。 

Copyright 2015 G-Search Limited 

グループ×所属名 
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東京大学 
京都大学 
大阪大学 
東北大学 
九州大学 

北海道大学 
名古屋大学 
広島大学 
筑波大学 
神戸大学 

慶應義塾大学 
千葉大学 

独立行政法人理化学研究
所 

岡山大学 
金沢大学 
新潟大学 
熊本大学 

東京医科歯科大学 
長崎大学 
徳島大学 
日本大学 
信州大学 
山口大学 

鹿児島大学 
愛媛大学 
群馬大学 

順天堂大学 
名古屋市立大学 
横浜市立大学 
札幌医科大学 

：グループごと1位 

：グループごと2~3位 

研究助成・論文データ分析 
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研究助成・論文データ分析 

東京大学、京都大学の比較 
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外部サービスを活用した環境整備（大学向け） 

研究者支援プラットフォーム「コラボリー（COLABORY）」のサービスである 

「コラボリー/Grants（研究助成）」サービス機能やデータを活用することにより、 

貴校の研究支援・外部資金公募情報の収集・活用を効率的に実現します。 
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研究資金公募情報 
採択実績情報 

研 究 助 成 金  

公募情報  
国・自治体・民間助成団体 

教員（研究者）： 

自分にあった研究助成金を「探せる」 

支援部門職員（担当者）： 

人手工数削減・タイムリーな公募情報提供が可能に 

学術戦略部門： 

他校の採択実績も網羅、他校の研究資金獲得状況・ 
研究戦略分析に活用できる 

ポイント ❶「探せる」研究者に最適な助成金国・自治体・民間助成金を検索できる 

ポイント ❷「省ける」公募情報の収集や掲示板への入力手間を削減 

ポイント ❸「繋がる」API連携・データ配信により貴校システムに連携 

       コラボリー／Grants（研究助成） 

研 究 助 成 金  

採択実績  
採択テーマ・代表者等情報 

API連携・データ配信で 
経常データを取り込み 

貴校システムと 
連携 

研究資金公募情報 
専用システムがない場合は 

貴校専用 
カスタマイズ版 

コラボリーを提供 
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研究者の出会いの場「サイエンス
・ミートアップ」を支援 

COLABORY / Groups （グループ） 

Copyright 2015 G-Search Limited 

New ! 
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コラボリー/Groups（グループ）サービス概要 

助成金公募団体 

コラボリー / Groups（グループ） 
研究者のための研究会・勉強会支援ツール 

 研究者の出会いの場「サイエンス・ミートアップ」を支援します 

 研究会/勉強会などの学術グループ活動に便利な機能を提供します 

 どこでも見れる！スマートフォンにも完全対応した画面 

https://www.colabory.com/groups/ 

グループページ作成 
 研究会/勉強会などグループのホームページを簡単に作ることができ、グループメンバーへの 

 情報共有、研究会/勉強会の開催告知ができます。 

 公開範囲を設定できるので、準備会や、委員会などのクローズドな会にも活用できます。 
 

イベントページ作成 

 勉強会、ハッカソンといった、学術イベント告知ページを簡単に作成できます。 

 公開範囲の設定や、集客や参加者管理など、イベント管理も簡単です。 
 

資料ダウンロード機能で開催後の資料配布も手間なし 

 イベントページでは、資料ダウンロード機能が使えます。 

 事前の案内や、開催後の講演資料をイベントページにアップロード。 

 参加者に資料を配布する際に便利にご利用いただけます。 

8/21オープン！ 
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コラボリー/Groups（グループ）紹介マンガ 

1ページ目 

2ページ目 
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JDream Users Day 2015 Autumn（資料ダウンロード特設ページ） 
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資料ダウンロード方法 

Copyright 2015 G-Search Limited 

①イベントページにアクセスします 
https://www.colabory.com/groups/にアクセス 
 

画面中央部の「会員登録（無料）」ボタンを押します。 

既にコラボリー / Grants（研究助成）をお使いの方は、 

「ログイン」を押します。 

◎本日の資料は、コラボリー/Groups（グループ）のイベントページからダウンロードできます。 

②会員登録（あるいはログイン）します 
 既にコラボリー / Grants（研究助成）をお使いいただいてる方

は、「コラボリーIDでログイン」押します。 

 一度もコラボリーでご利用登録をした事がない方は、 
「会員登録（無料）」を押します。 

 

はじめてコラボリーをご利用の方は 

「会員登録（無料）」を選択します。 

既にコラボリー / Grants（研究助成）を
お使いの方は、ログインを押します。 
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③はじめての方は利用登録をします 
 （コラボリー / Grants(研究助成)をお使いの方は⑥へ） 

画面の説明にしたがって、規約の確認、基本情報を登録します。 

 

 ※仮登録をするとメールによるアドレス確認があります 

（送付されたメールに記載のURLにアクセスしてください） 

④登録完了です 
コラボリー/Groups（グループ）の登録完了画面にある「サイトへ移動」ボタンを 

おすと、 コラボリー/Groups（グループ）にログインされ、 マイページホームが表示され
ます。 

これで登録は完了です！ 

資料ダウンロード方法 
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資料ダウンロード方法 

Copyright 2015 G-Search Limited 

⑤イベントページに移動します 
以下のURLにアクセスするか 

https://www.colabory.com/groups/event/56/ 

画面上部の「イベント・グループを探す」ボタンで、「イベントを探す」に 

「 Jdream 」を入力してイベントを検索します。 

⑥イベントページに参加します 
イベントページに移動して、画面下部にある「参加する」ボタンをおします 

これで参加完了です！ 

 

 既にコラボリー / Grants（研究助成）で利用登録をされている方 
 
既にコラボリー / Grants（研究助成）で利用登録がお済の方は、コラボリー / Grants
（研究助成）で登録した、メールアドレス、パスワードでログインできます。 
ログインして、「参加する」ボタンを押して、参加完了です！ 
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資料ダウンロード方法 
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⑦資料ダウンロードページから資料を 
   ダウンロードします 
 
上部の「資料ダウンロード」タブを押して、表示される一覧ページから
資料をダウンロードします。 
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